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草刈りの依頼が増えていますが、くら
サポ南では、安全面や作業効率を考慮
して、基本的に二人一組で作業にあた
ります。一人暮らしや高齢者世帯の方
だけでなく、他に頼める方がおらず、
困っている方は相談してみてください。
活動会員募集中です。

奥様が亡くなられて17年。以来一人暮らしを続けている渡
辺一富さん(97歳)。くらサポを利用して、毎月、買い物や
役場、金融機関で手続きを行っています。「耳も近いし、
とにかく元気。買い物も肉、魚、野菜とよくバランスを考
えて購入しているのに感心します。」と付き添った活動会
員も驚いています。昔働いていたホテルの板場さんと仲良
しだったことで料理の心得もあるとのことで、毎日の食事
も自分でつくります。毎朝、新聞が届くのが楽しみで、朝、
昼、晩と3回読み返すそうです。老眼鏡もいりません。テ
レビはニュースと時々洋画を観るくらいで、あとは夜もラ
ジオを聞いて過ごしているそうです。一度も入院したこと
がなく医師からも「10年前と殆ど変わらない」と褒められ
ている一富さんに元気の秘訣を伺うと、「くよくよしない
こと」「よく眠ること(9時間ぐっすり)」と教えてくれま
した。それから「温泉と、毎晩2合半の晩酌もいいごとあ
る」と最高の笑顔で付け加えてくれました。

家の周りの草刈り
はくらサポで!

。



万が一に備えて福祉総合補償と送迎補償に加入しています。

1.作業中に脚立が倒れて窓ガラスを割ってしまった。(対物・賠償)
2.車に乗り込むため、歩いている途中で転ばせてしまった。(対人・賠償)
3.除草作業をしていて誤って自分の足を切ってしまった。(怪我・通院)
4.外出付き添いをしていて不注意で階段から落ちてしまった。(怪我・見舞)
5.座席にどんと座った時に圧迫骨折をしてしまった。(手術・入院・賠償)

保険の対象となるには
1 くらしのサポートセンターの会員であること
2 くらしのサポートセンターに正式に依頼した活動である

こと


